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っ
て
観
光
客
を
誘
致
し
た
こ
と
は
、
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。

戦
後
の
動
き

時
代
は
下
っ
て
終
戦
後
の
一
九
五
〇
年

代
後
半
（
昭
和
三
十
年
代
）
こ
ろ
に
な
る

と
、
観
光
旅
行
は
次
第
に
活
発
に
な
り
、

観
光
客
の
利
用
が
増
え
て
き
た
鉄
道
に
も
、

高
速
化
と
快
適
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
私
鉄
で
は
、
一
九
五
七

年
（
昭
和
三
十
二
年
）
に
小
田
急
ロ
マ
ン

ス
カ
ー
、
一
九
五
八
年
（
同
三
十
三
年
）

に
近
鉄
ビ
ス
タ
カ
ー
、
一
九
六
〇
年
（
同

三
十
五
年
）
に
東
武
デ
ラ
ッ
ク
ス
ロ
マ
ン

ス
カ
ー
と
、
新
型
の
特
急
専
用
車
両
が
登

場
し
、
沿
線
観
光
地
に
多
く
の
観
光
客

を
運
ん
だ
。

国
鉄
（
当
時
）
で
も
、一
九
五
八
年
（
昭

和
三
十
三
年
）
の
「
こ
だ
ま
」
形
特
急
電

車
登
場
、
一
九
六
一
年
（
同
三
十
六
年
）

の
全
国
ダ
イ
ヤ
大
改
正
、一
九
六
四
年
（
同

三
十
九
年
）
の
東
海
道
新
幹
線
開
業
な
ど

を
経
て
、
全
国
的
な
特
急
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
充
実
し
、
鉄
道
輸
送
の
レ
ベ
ル
も
大
き

く
改
善
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
、
ビ
ジ
ネ
ス
客
は
も
ち

ろ
ん
観
光
客
に
と
っ
て
も
鉄
道
の
利
便
性

こ
こ
数
年
、
鉄
道
業
界
で
は
「
観
光
列

車
」「
観
光
特
急
」
が
大
き
な
話
題
を
呼

ん
で
い
る
。「
観
光
特
急
」は「
観
光
列
車
」

の
う
ち
特
急
と
し
て
運
転
さ
れ
る
列
車
の

こ
と
だ
が
、
も
と
よ
り
こ
れ
ら
の
名
称
は
、

Ｊ
Ｒ
（
北
海
道
、
東
日
本
、
東
海
、
西
日

本
、
四
国
、
九
州
の
旅
客
鉄
道
六
社
）、

民
鉄
（
Ｊ
Ｒ
以
外
の
民
営
、
公
営
、
第
三

セ
ク
タ
ー
の
鉄
道
）
を
問
わ
ず
、
一
般
に

正
式
な
列
車
種
別
で
は
な
い
。

「
観
光
列
車
」
に
全
体
を
一
つ
に
し
た

「
こ
れ
」
と
い
う
定
義
は
な
い
が
、
一
般

的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
専
ら
観
光
客

の
利
用
に
主
眼
を
置
き
、
列
車
に
乗
る
こ

と
自
体
が
観
光
の
大
き
な
魅
力
と
な
る
よ

う
に
、
一
般
の
車
両
と
は
異
な
る
特
別
な

外
観
や
車
内
設
備
、
車
内
サ
ー
ビ
ス
を
備

「
観
光
列
車
」な
ど
に
よ
る
鉄
道
の

観
光
利
用
促
進
への
取
り
組
み

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
研
究
部
　
元
調
査
役

有
馬 

義
治
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え
た
専
用
の
車
両
で
運
転
さ
れ
る
列
車
を
、

広
く
「
観
光
列
車
」
と
呼
ん
で
い
る
。
多

く
の
観
光
客
に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

鉄
道
の
利
用
促
進
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る

観
光
客
向
け
の
特
別
な
列
車
と
言
え
る
。

本
稿
で
は
、こ
の
よ
う
な
「
観
光
列
車
」

を
中
心
に
、
鉄
道
の
利
用
促
進
の
た
め
に

観
光
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。

鉄
道
と
観
光

明
治
時
代
の
鉄
道
創
業
期
か
ら
、
鉄

道
は
観
光
と
深
い
関
わ
り
を
有
し
て
き
た
。

全
国
の
幹
線
網
の
整
備
を
目
指
し
た

官
設
鉄
道
（
官
鉄
）
と
日
本
鉄
道
な
ど
一

部
の
大
規
模
私
設
鉄
道
（
私
鉄
）
に
対
し

て
、
地
域
輸
送
を
担
う
た
め
に
建
設
さ
れ

た
私
鉄
で
は
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
主

要
な
観
光
・
行
楽
地
で
あ
っ
た
沿
線
の
寺

社
へ
の
参
詣
客
輸
送
を
事
業
の
大
き
な
柱

と
し
た
鉄
道
も
多
い
。

現
在
の
大
手
私
鉄
で
も
京
浜
急
行
電

鉄
、
近
畿
日
本
鉄
道
、
南
海
電
気
鉄
道

な
ど
は
、
前
身
の
鉄
道
が
最
初
に
開
業
し

た
路
線
は
、
そ
れ
ぞ
れ
川
崎
大
師
、
奈
良

の
寺
社
、
住
吉
大
社
へ
の
参
詣
客
を
目
当

て
に
建
設
さ
れ
た
。

ま
た
、
阪
急
電
鉄
（
当
時
箕み

の

面お

有
馬

電
気
軌
道
）
の
最
初
の
路
線
で
あ
る
梅
田

～
宝
塚
間
を
開
業
し
た
後
、
利
用
者
を

確
保
す
る
た
め
に
、
沿
線
の
住
宅
開
発
と

と
も
に
宝
塚
に
温
泉
場
を
開
発
し
、
少
女

歌
劇
団
（
現
宝
塚
歌
劇
団
）
の
公
演
を
行
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49 観光研究最前線（2）◉「観光列車」などによる鉄道の観光利用促進への取り組み

化
し
た
特
別
な
車
両
を
使
用
し
た
列
車

と
い
う
こ
と
で
、
現
在
の
「
観
光
列
車
」

の
先
駆
け
と
な
る
列
車
と
言
え
よ
う
。

続
い
て
一
九
八
三
年
（
昭
和
五
十
八
年
）

八
月
に
国
鉄
東
京
南
鉄
道
管
理
局
が
「
サ

ロ
ン
エ
ク
ス
プ
レ
ス
東
京
」、
同
年
九
月

に
大
阪
鉄
道
管
理
局
が
「
サ
ロ
ン
カ
ー
な

に
わ
」、
さ
ら
に
一
九
八
五
年
（
昭
和

六
十
年
）
八
月
に
名
古
屋
鉄
道
管
理
局

が
「
ユ
ー
ロ
ラ
イ
ナ
ー
」
の
運
行
を
開
始

し
た
。
こ
れ
ら
の
列
車
は
、
そ
れ
ま
で
に

な
い
斬
新
な
外
観
と
内
装
の「
欧
風
客
車
」

と
称
さ
れ
、
大
変
な
人
気
列
車
と
な
っ
た
。

北
海
道
で
も
、一
九
八
五
年
（
昭
和
六
十

年
）
に
運
行
を
開
始
し
た
気
動
車
改
造
の

「
ア
ル
フ
ァ
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」

を
皮
切
り
に
、一
連
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
列

車
が
登
場
し
た
。
従
来
の
お
座
敷
列
車
も
、

外
観・内
装
を
一
新
し
て
置
き
換
え
た「
和

式
列
車
」
と
し
て
各
地
で
登
場
し
た
。

﹁
列
車
に
乗
る
楽
し
さ
﹂
の
追
求

こ
れ
ら
の
列
車
は
「
ジ
ョ
イ
フ
ル
ト
レ
イ

ン
」
と
総
称
さ
れ
、一
九
八
〇
年
代
後
半

か
ら
国
鉄
分
割
・
民
営
化
後
の
一
九
九
〇

年
代
ま
で
、
客
車
、
気
動
車
、
電
車
を
問

わ
ず
、
ま
た
欧
風
、
和
風
取
り
混
ぜ
て
、

現
在
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
西
日
本
の
エ
リ
ア

を
中
心
に
多
数
登
場
し
た
。
二
〇
〇
〇
年

代
に
入
っ
て
も
、
数
は
少
な
い
が
主
に
Ｊ

Ｒ
東
日
本
で
、
既
存
列
車
の
置
き
換
え
な

ど
で
製
造
が
続
い
た
。

ジ
ョ
イ
フ
ル
ト
レ
イ
ン
は
、
基
本
的
に

団
体
専
用
列
車
だ
が
、
多
客
期
に
は
、
個

人
で
も
切
符
さ
え
買
え
ば
乗
車
で
き
る

臨
時
列
車
と
し
て
運
行
さ
れ
る
こ
と
も
多

く
、
乗
っ
て
み
た
い
話
題
の
列
車
と
な
っ

て
の
お
座
敷
列
車
は
、
名
古
屋
局
と
長
野

局
の
列
車
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
（
図
１
）。

お
座
敷
列
車
は
一
九
七
〇
年
代
に
全
国

で
七
編
成
登
場
し
、
主
に
団
体
専
用
列
車

と
し
て
観
光
客
輸
送
に
活
躍
し
た
。
こ
れ

ら
初
期
の
お
座
敷
列
車
は
、
一
九
八
七
年

（
昭
和
六
十
二
年
）
の
国
鉄
分
割
・
民
営

化
の
前
後
ま
で
に
（
当
時
の
）
新
型
客
車

の
改
造
車
に
置
き
換
え
ら
れ
る
な
ど
し
て

廃
車
と
な
っ
た
が
、
観
光
客
の
利
用
に
特

が
著
し
く
向
上
し
、
一
九
七
〇
年
代
の
旅

行
ブ
ー
ム
も
あ
っ
て
、
鉄
道
は
観
光
旅
行

の
中
心
的
な
利
用
交
通
機
関
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
こ
ろ
か

ら
観
光
旅
行
で
貸
切
バ
ス
、
次
い
で
自
家

用
車
の
利
用
が
増
大
し
、
鉄
道
の
利
用
率

が
低
下
し
て
く
る
と
、
鉄
道
事
業
者
側
も

「
乗
っ
て
み
た
い
列
車
」
の
開
発
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

「
お
座
敷
列
車
」

「
ジ
ョ
イ
フ
ル
ト
レ
イ
ン
」

の
登
場

一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七
〇
年

代
に
か
け
て
観
光
旅
行
者
数
が
大
き
く

増
加
す
る
と
、
当
時
の
国
鉄
も
、
列
車
を

単
な
る
輸
送
手
段
で
な
く
、
乗
っ
て
楽
し

く
、
く
つ
ろ
げ
る
場
と
す
る
取
り
組
み
を

本
格
的
に
開
始
し
た
。

そ
し
て
一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
年
）、

車
内
を
畳
敷
き
に
し
た
車
両
で
編
成
し
た

「
お
座
敷
列
車
」
が
名
古
屋
鉄
道
管
理
局

と
長
野
鉄
道
管
理
局
か
ら
登
場
し
た
。
国

鉄
に
は
既
に
和
式
客
車
（
お
座
敷
客
車
）

が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
定
期
列
車
な
ど
に

併
結
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
編
成
と
し

図1  観光列車の系譜

各種資料をもとに筆者作成

1983年～2000年代
ジョイフルトレイン
（欧風、和風、他）

1976年～
SL列車

（最初は私鉄から）

1984年～
トロッコ列車

1989年～／2011年～
観光列車（初期）
観光列車（ブーム化）

鉄道の観光資源化
列車に乗ることが観光目的

1969年～
お座敷列車
（和式）

1960年～
和式客車

（お座敷客車）
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て
い
っ
た
。

一
九
八
八
年
（
昭
和
六
十
三
年
）
に
上

野
～
札
幌
間
で
運
行
を
開
始
し
た
寝
台

特
急
「
北
斗
星
」、そ
の
後
登
場
し
た
「
ト

ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」（
大
阪
～

札
幌
間
）、「
カ
シ
オ
ペ
ア
」（
上
野
～
札

幌
間
）
と
い
っ
た
豪
華
寝
台
列
車
な
ど
と

と
も
に
、「
列
車
に
乗
る
」
こ
と
自
体
が

観
光
旅
行
の
目
的
の
一
つ
と
な
る
き
っ
か

け
を
作
っ
た
列
車
と
言
え
る
。

そ
の
後
、
観
光
旅
行
に
お
け
る
個
人
・

グ
ル
ー
プ
化
の
進
展
と
鉄
道
利
用
の
減
少

に
伴
い
、
現
在
ま
で
に
多
く
の
ジ
ョ
イ
フ

ル
ト
レ
イ
ン
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
そ
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
現
在
の
「
観
光
列
車
」
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本

で
は
、
次
項
の
「
観
光
列
車
」
と
ほ
ぼ
同

じ
意
味
で
、
新
幹
線
や
一
般
の
特
急
列
車

と
異
な
る
観
光
客
向
け
の
特
別
な
列
車

を
、
現
在
で
も
「
ジ
ョ
イ
フ
ル
ト
レ
イ
ン
」

と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
。

「
観
光
列
車
」
に
よ
る

鉄
道
の
観
光
資
源
化

一
九
九
〇
年
代
に
入
る
こ
ろ
か
ら
観
光

旅
行
の
個
人
・
グ
ル
ー
プ
化
と
マ
イ
カ
ー

旅
行
の
増
加
が
顕
著
に
な
る
中
で
、
全
国

的
に
過
疎
化
と
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

み
、
Ｊ
Ｒ
、
民
鉄
を
問
わ
ず
、
特
に
地
方

ロ
ー
カ
ル
線
と
言
わ
れ
る
路
線
で
は
、
利

用
者
の
減
少
が
深
刻
に
な
っ
て
き
た
。
ま

た
、
少
子
高
齢
化
は
、
最
近
の
国
民
の
旅

行
志
向
の
変
化
と
も
相
ま
っ
て
、
多
く
の

国
内
観
光
地
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

そ
こ
で
観
光
客
の
利
用
を
促
す
こ
と
に

よ
り
、
結
果
的
に
鉄
道
の
利
用
者
増
加
と

沿
線
観
光
地
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
、

観
光
客
に
「
乗
っ
て
み
た
い
」
と
思
わ
せ

る
魅
力
あ
る
列
車
を
走
ら
せ
る
取
り
組
み

が
、
Ｊ
Ｒ
、
民
鉄
を
問
わ
ず
全
国
各
地
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

列
車
の
核
と
し
て
こ
こ
数
年
大
き
な
注
目

を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
「
観
光
列

車
」
で
あ
る
。

「
観
光
列
車
」
の
捉
え
方
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
、
最
大
公
約
数
的
に
は
本
稿
冒
頭

で
述
べ
た
よ
う
に
、
主
に
観
光
客
に
利
用

し
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
っ
て
、
特
別
な
外

観
・
内
装
の
車
両
に
よ
り
運
行
さ
れ
る
列

車
と
言
え
よ
う
。

現
在
で
は
、
前
項
の
ジ
ョ
イ
フ
ル
ト
レ

イ
ン
で
現
存
す
る
列
車
な
ど
以
前
か
ら
運

行
さ
れ
て
い
る
列
車
も
含
め
て
、
全
国
の

観光文化223号 October 2014

表1  JR九州の「観光列車」など（2014年7月現在）

（注1）「ゆふいんの森」から「海幸山幸」までの列車は、JR九州のホームページで「D&S列車（DESIGN & STORY TRAIN）」として紹介されている列車である。
（注2）「九州横断特急」は通常の車両を使用した列車で、いわゆる「観光列車」には入れられないことが多い。

	 列車名	 列車種別	 運行区間	 運行開始年月
	 ゆふいんの森	 特急	 博多～由布院・別府（久大本線経由）	 1989年3月
	 A列車で行こう	 特急	 熊本～三角	 2011年10月
	 SL人吉	 快速	 熊本～人吉	 2009年4月
	 あそぼーい！	 特急	 熊本～宮地	 2011年6月
	 九州横断特急	 特急	 別府～熊本・人吉（豊肥本線経由）	 2004年3月
	 いさぶろう【下り】・しんぺい【上り】	 普通	 人吉～吉松	 1996年3月
	 はやとの風	 特急	 吉松～鹿児島中央	 2004年3月
	 指宿のたまて箱	 特急	 鹿児島中央～指宿	 2011年3月
	 海幸山幸	 特急	 宮崎～南郷	 2009年10月
	 ななつ星in九州	 団体専用	 博多～博多（1泊2日または3泊4日で九州内周遊）	 2013年10月

表2  近年登場したJR九州以外の主な「観光列車」の例（2014年7月現在）

（注）原則として、概ねここ5年以内に運転を開始し、定期列車・臨時列車として『JTB時刻表』2014年8月号に掲載されている列車（一部例外あり）から、
一般に「観光列車」と言われている主な列車を挙げた。

	 列車名	 列車種別	 運行会社	 運行区間	 運行開始年月
	 リゾートあすなろ竜飛・下北	 快速	 JR東日本	 新青森～三厩・大湊	 2010年12月
	 リゾートしらかみ	 快速	 JR東日本	 秋田～弘前・青森（五能線経由）	 1997年4月
	 TOHOKU EMOTION	 団体専用	 JR東日本	 八戸～久慈	 2013年10月
	 SL銀河	 快速	 JR東日本	 花巻～釜石	 2014年4月
	 とれいゆ つばさ（新幹線車両）	 特急	 JR東日本	 福島～新庄	 2014年7月
	 越乃Shu*Kura	 快速	 JR東日本	 高田～長岡～十日町	 2014年5月
	 富士登山電車	 快速	 富士急行	 大月～河口湖	 2009年8月
	 ろくもん	 快速	 しなの鉄道	 軽井沢～長野	 2014年7月
	 しまかぜ	 特急	 近畿日本鉄道	 大阪難波・近鉄名古屋～賢島	 2013年3月
	 つどい	 -	 近畿日本鉄道	 伊勢市～賢島	 2013年10月
	 天空	 -	 南海電気鉄道	 橋本～極楽橋	 2009年7月
	 伊予灘ものがたり	 普通	 JR四国	 松山～伊予大洲・八幡浜（海線経由）	 2014年7月
	 しまんトロッコ	 -	 JR四国	 窪川～宇和島	 2013年10月
	 おれんじ食堂	 快速	 肥薩おれんじ鉄道	 新八代・出水～川内	 2013年3月
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同
様
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
列
車
を
広
く
「
観

光
列
車
」
と
呼
ん
で
い
る
。

始
ま
り
は
九
州
か
ら

「
観
光
列
車
」
と
い
う
呼
び
方
は
、

二
〇
一一
年（
平
成
二
十
三
年
）三
月
の
九

州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全
線
開
業
に

合
わ
せ
て
Ｊ
Ｒ
九
州
が
新
幹
線
と
接
続
す

る
観
光
客
向
け
の
特
別
な
列
車
を
何
本

か
設
定
し
、
以
前
か
ら
あ
る
同
様
の
列
車

と
と
も
に
「
観
光
列
車
」「
観
光
特
急
」

と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
一
般
化
し
、

定
着
し
た
。

Ｊ
Ｒ
九
州
の
観
光
列
車
が
注
目
さ
れ

た
の
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
水
戸
岡
鋭
治
氏

に
よ
る
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
水
戸

岡
氏
は
Ｊ
Ｒ
九
州
の
車
両
・
駅
な
ど
の
デ

ザ
イ
ン
を
多
数
手
掛
け
る
中
か
ら
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
と
コ
ン
セ

プ
ト
の
列
車
を
送
り
出
し
、
観
光
列
車
ブ

ー
ム
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
。

現
在
運
行
さ
れ
て
い
る
代
表
的
な
観

光
列
車
の
例
は
表
１
（
Ｊ
Ｒ
九
州
の
観
光

列
車
）、
表
２
（
そ
の
他
の
近
年
登
場
し

た
観
光
列
車
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
九
州
の
観
光
列
車
は
、特
急
が
多

図2  全国の主な「観光列車」など

各種資料をもとに（公財）日本交通公社作成
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い
こ
と
、
観
光
列
車
を
組
み
合
わ
せ
て
一

つ
の
旅
行
ル
ー
ト
を
形
成
で
き
る
よ
う
に

設
定
さ
れ
た
列
車
群
も
あ
る
こ
と
な
ど
が

特
徴
で
あ
る
。
一
九
八
九
年（
平
成
元
年
）

に
運
行
を
開
始
し
た
「
ゆ
ふ
い
ん
の
森
」

（
写
真
１
）
は
、
全
国
的
に
現
在
運
行
さ

れ
て
い
る
観
光
列
車
の
嚆こ

う

矢し

と
言
わ
れ
る
。

そ
の
他
の
観
光
列
車
で
は
、
二
〇
一
三

年
（
平
成
二
十
五
年
）
以
降
、
民
鉄
で
も

各
地
で
観
光
列
車
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
、

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）
に
は
初

め
て
新
幹
線
の
観
光
列
車
が
登
場
し
た
こ

と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

観
光
列
車
は
、
前
項
の
ジ
ョ
イ
フ
ル
ト

レ
イ
ン
と
同
じ
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
列

車
だ
が
、
ほ
ぼ
毎
日
運
転
さ
れ
る
定
期
列

車
や
週
末
・
多
客
期
の
臨
時
列
車
と
し
て

運
行
さ
れ
る
列
車
が
多
く
、
個
人
で
も
利

用
し
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
列
車
に
乗
る

こ
と
自
体
を
旅
行
目
的
と
し
た
観
光
旅

行
と
い
う
旅
行
形
態
が
認
知
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
観
光
列
車
に
よ
り
、
鉄
道
も

一
種
の
観
光
資
源
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

 「
観
光
列
車
」
の

主
な
タ
イ
プ

「
観
光
列
車
」
は
定
義
さ
れ
た
特
定
の
列

車
群
を
指
す
言
葉
で
は
な
く
、い
ろ
い
ろ

な
タ
イ
プ
の
列
車
が
あ
る
。こ
こ
で
は
、
表

１
、
表
２
で
挙
げ
た
多
く
の
列
車
の
よ
う
に

ジ
ョ
イ
フ
ル
ト
レ
イ
ン
の
流
れ
を
引
く
列
車

以
外
に
、
車
両
の
外
観
や
運
転
形
態
、
提

供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
に
特
徴
の

あ
る
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
の
観
光
列
車
に
つ

い
て
、
そ
の
現
況
を
概
観
す
る
（
図
２
）。

Ｓ
Ｌ
列
車

Ｓ
Ｌ
列
車
は
蒸
気
機
関
車
（
Ｓ
Ｌ
）
が

牽
引
す
る
客
車
列
車
で
、一
九
七
五
年（
昭

和
五
十
年
）
に
国
内
の
営
業
用
Ｓ
Ｌ
が
全

廃
さ
れ
た
後
、
観
光
用
に
Ｓ
Ｌ
を
復
活
運

転
し
た
列
車
で
あ
る
。
観
光
列
車
の
中
で

は
歴
史
が
古
く
、
一
九
七
六
年
（
昭
和

五
十
一
年
）
に
静
岡
県
の
大
井
川
鐵
道
で

運
行
を
開
始
し
た
の
に
続
き
、
国
鉄
（
当

時
）
で
も
一
九
七
九
年
（
昭
和
五
十
四
年
）

に
、
山
口
線
の
小
郡
（
現
新
山
口
）
～
津

和
野
間
で
Ｓ
Ｌ「
や
ま
ぐ
ち
」号（
写
真
４
）

が
登
場
し
た
。

こ
れ
ら
の
列
車
は
現
在
も
継
続
し
て
運

行
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
現
在
は
Ｊ
Ｒ
北
海

道
、
東
日
本
、
九
州
の
各
社
、
民
鉄
で
は

真
岡
鐡
道
（
茨
城
県
・
栃
木
県
）、
秩
父

観光文化223号 October 2014

写真１  JR九州久大本線 特急「ゆふいんの森」号と由布岳 （JTB Photo）

写真4  JR西日本山口線 SL「やまぐち」号　　　　　　　 （JTB Photo）

写真2  近鉄 観光特急「しまかぜ」の展望車両

写真3  近鉄 観光特急「しまかぜ」の外観
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鉄
道
（
埼
玉
県
）
で
定
期
的
に
Ｓ
Ｌ
列
車

が
運
行
さ
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｌ
列
車
は
、
春
か
ら
秋
の
期
間
に
週

末
と
多
客
期
を
中
心
に
運
行
さ
れ
る
も
の

が
多
い
が
、
期
間
限
定
の
地
域
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
合
わ
せ
て
運
行
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）
に

新
た
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
「
Ｓ
Ｌ
銀
河
」（
表

２
）が
登
場
す
る
な
ど
、
今
で
も
家
族
連

れ
な
ど
に
根
強
い
人
気
を
保
っ
て
い
る
。

ト
ロ
ッ
コ
列
車

ト
ロ
ッ
コ
列
車
と
は
、
沿
線
の
自
然
風

景
を
堪
能
で
き
る
よ
う
車
体
の
窓
を
取

り
払
っ
た
車
両
（
ト
ロ
ッ
コ
風
車
両
、
現

在
は
旅
客
用
車
両
を
改
造
し
た
も
の
が

大
半
）
を
連
結
し
た
列
車
で
、
一
九
八
四

年
（
昭
和
五
十
九
年
）
に
四
国
の
国
鉄
予

土
線
で
、
貨
車
を
簡
易
改
造
し
た
車
両
を

定
期
列
車
に
併
結
し
て
「
ト
ロ
ッ
コ
清
流

し
ま
ん
と
号
」
と
し
て
運
行
し
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
る
。
現
在
で
は
、
Ｊ
Ｒ
各
社

の
い
ろ
い
ろ
な
路
線
や
、長
良
川
鉄
道（
岐

阜
県
）、
南
阿
蘇
鉄
道
（
熊
本
県
）
な
ど

を
始
め
多
く
の
地
方
民
鉄
で
運
行
さ
れ
て

い
る
。

ト
ロ
ッ
コ
列
車
は
Ｓ
Ｌ
列
車
と
同
じ
く
、

一
定
の
シ
ー
ズ
ン
の
週
末
と
多
客
期
を
中

心
に
運
行
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
雪
景
色

を
楽
し
む
た
め
に
冬
季
に
運
行
さ
れ
る
も

の
も
あ
る
。
沿
線
で
特
に
景
色
の
良
い
区

間
で
は
、
乗
客
が
十
分
に
景
色
を
楽
し
め

る
よ
う
、
徐
行
し
た
り
一
時
停
止
す
る
列

車
も
多
い
。

二
〇
一
三
年
（
平
成
二
十
五
年
）
に
も

新
た
に
「
し
ま
ん
ト
ロ
ッ
コ
」
号
（
表
２
）

が
登
場
し
た
よ
う
に
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
は

観
光
旅
行
者
か
ら
の
人
気
も
高
く
、
地

方
ロ
ー
カ
ル
線
の
観
光
客
誘
致
に
貢
献
し

て
い
る
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
列
車

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
列
車
と
は
、
車
体
の
外

部
や
車
内
、
座
席
な
ど
に
い
ろ
い
ろ
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
た
列
車
で
、
現
在
運

行
さ
れ
て
い
る
列
車
の
例
は
表
３
の
と
お

り
で
あ
る
。

使
用
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
沿
線

出
身
の
人
物
（
漫
画
家
な
ど
）
や
沿
線
の

自
然
、
観
光
施
設
な
ど
に
関
連
す
る
も
の

が
多
い
が
、
沿
線
と
は
特
に
関
係
の
な
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
採
用
し
た
列
車
も
あ
る
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
列
車
に
は
、
観
光
客
だ

け
で
な
く
、
沿
線
の
地
域
住
民
の
そ
の
鉄

道
に
対
す
る
親
近
感
を
高
め
、
日
常
的
な

利
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
列
車
も

多
く
、
本
来
の
観
光
列
車
と
は
コ
ン
セ
プ

ト
が
や
や
異
な
る
列
車
も
あ
る
が
、「
鬼

太
郎
列
車
」
で
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
の

作
者
・
水
木
し
げ
る
氏
の
出
身
地
で
あ
る

境
港
を
訪
れ
る
観
光
客
が
増
え
る
、「
た

ま
電
車
」
で
終
点
・
貴
志
駅
の
「
た
ま
駅

長
」（
猫
）
に
会
い
に
行
く
人
が
増
え
る

な
ど
、
鉄
道
の
利
用
促
進
に
大
き
な
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
る
例
も
多
い
。

レ
ス
ト
ラ
ン
列
車

九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
で
並
行
在

来
線
の
八
代
～
川
内
間
を
引
き
継
い
だ
肥

薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
が
、
利
用
者
確
保
と
増

収
を
図
る
た
め
に
二
〇
一
三
年
（
平
成

二
十
五
年
）
に
投
入
し
た
「
お
れ
ん
じ
食

堂
」（
表
２
）
が
大
き
な
話
題
と
な
り
、

好
調
な
成
績
を
収
め
た
こ
と
か
ら
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
新
し
い
タ
イ
プ
の

観
光
列
車
で
あ
る
。
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

に
続
い
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
も
八
戸
線
に

「T
O

H
O

K
U

 EM
O

T
IO

N

」（
表
２
）
が

登
場
し
た
。

他
に
、
次
項
の
「
企
画
列
車
」
に
近
い

が
、
い
す
み
鉄
道
（
千
葉
県
）
の
「
レ
ス
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（注1）最近の新聞記事、『JTB時刻表』、関連ホームページなどから作成した。
（注2）車両愛称で表示した列車（○印のないもの）は、通常の定期列車・臨時列車の一部が、その名称の車両を使って（あるいは編成：の一部に組み込んで）

運行されていることを示す。

表3  主な「キャラクター列車」の例（2014年7月現在）
	 列車名（○）、車両愛称	 列車種別	 運行会社	 運行区間	 運行開始年月
	 旭山動物園号（○）	 特急	 JR北海道	 札幌～旭川	 2007年4月
	 	 	 	 	 2013年7月（全面リニューアル）
	 POKÉMON with YOUトレイン	 	 	 一ノ関～気仙沼、一ノ関～盛岡、
（ポケモントレイン気仙沼号、盛岡・一ノ関号、宮古号）（○）	 快速	 JR東日本	 盛岡～宮古	 2012年12月（気仙沼号）

	 ムーミン列車	 普通	 いすみ鉄道	 大原～上総中野	 2009年10月
	 フジサン特急（○）	 特急	 富士急行	 大月～河口湖	 2002年2月
	 	 	 	 	 2014年7月新型車両導入
	 きかんしゃトーマス号（SL）	 急行	 大井川鐵道	 新金谷～千頭	 2014年7月
	 忍者ハットリくん列車	 普通	 JR西日本	 高岡～氷見、高岡～城端	 2004年3月
	 たま電車	 普通	 和歌山電鐵	 和歌山～貴志	 2009年3月
	 鬼太郎列車など	 普通	 JR西日本	 米子～境港	 1993年9月
	 アンパンマン列車	 特急	 JR四国	 岡山～予讃線・土讃線方面、
	 	 	 	 四国内各地	 2000年10月

	 鉄道ホビートレイン	 普通	 JR四国	 窪川・近永～宇和島、他	 2014年3月
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ト
ラ
ン
・
キ
ハ
」
の
よ
う
に
、
普
通
の
営

業
列
車
に
ツ
ア
ー
と
し
て
食
事
を
提
供
す

る
車
両
を
連
結
し
て
運
行
す
る
と
い
う
形

の
列
車
も
あ
る
。
車
内
で
沿
線
地
域
の
食

材
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

乗
客
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
と
も
に
、
沿

線
地
域
へ
の
経
済
効
果
も
期
待
で
き
る
。

ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン

Ｊ
Ｒ
九
州
が
二
〇
一
三
年
（
平
成

二
十
五
年
）
十
月
に
運
行
を
開
始
し
た
豪

華
寝
台
列
車「
な
な
つ
星
in
九
州
」（
表
１
）

を
「
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
」
と
称
し
た
こ

と
か
ら
、
観
光
列
車
の
タ
イ
プ
の
一
つ
と

捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
列
車
は
現
在
、
博
多
駅
を
起
・
終

点
と
す
る
一
泊
二
日
と
三
泊
四
日
の
ツ
ア

ー
専
用
で
使
用
さ
れ
、
コ
ー
ス
中
に
車
中

泊
も
含
ま
れ
る
。
現
状
で
は
半
年
く
ら
い

先
ま
で
予
約
が
埋
ま
る
と
い
う
人
気
で
、

鉄
道
の
旅
自
体
を
新
た
な
観
光
旅
行
と

し
て
提
供
し
た
列
車
と
言
え
る
。
コ
ー
ス

の
途
中
で
下
車
し
て
観
光
し
た
り
、
観
光

地
で
宿
泊
し
た
り
す
る
た
め
、
観
光
地
へ

の
経
済
効
果
も
あ
る
。

ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
は
車
中
泊
を
含
む

宿
泊
ツ
ア
ー
で
の
使
用
を
想
定
し
た
列
車

な
の
で
、
将
来
と
も
運
行
で
き
る
鉄
道
会

社
は
限
ら
れ
る
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｊ
Ｒ

西
日
本
で
も
二
〇
一
六
年
（
平
成
二
十
八

年
）
～
二
〇
一
七
年
（
同
二
十
九
年
）
こ

ろ
に
運
行
を
開
始
す
る
こ
と
を
計
画
し
て

お
り
、
今
後
当
分
、
動
向
が
注
目
さ
れ
る

観
光
列
車
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
列
車
、

企
画
列
車
な
ど

観
光
列
車
以
外
に
も
、
観
光
客
を
誘

致
す
る
こ
と
で
鉄
道
の
利
用
促
進
を
図
る

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
の
一
つ

が
「
イ
ベ
ン
ト
列
車
」「
企
画
列
車
」
な

ど
と
言
わ
れ
る
列
車
の
運
行
で
あ
る
。

「
観
光
列
車
」
と
同
じ
く
、「
イ
ベ
ン
ト

列
車
」
と
か
「
企
画
列
車
」
に
全
体
を
カ

バ
ー
す
る
「
こ
れ
」
と
い
う
定
義
が
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
両
者
の
区
別
も
は
っ
き

り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
車
内
で
観

光
客
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
過
ご
し
方
の
企
画
が
あ
っ
た

り
す
る
列
車
を
、
広
く
イ
ベ
ン
ト
列
車
、

企
画
列
車
な
ど
と
言
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
列
車
は
一
般
の
営
業
車
両
や
、

そ
の
一
部
を
改
造
し
た
イ
ベ
ン
ト
用
車
両

に
よ
り
、
ま
た
は
定
期
列
車
に
イ
ベ
ン
ト

用
車
両
を
併
結
し
て
運
行
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
ま
た
、観
光
客
だ
け
で
な
く
沿
線・

近
隣
住
民
の
利
用
促
進
も
狙
っ
た
イ
ベ
ン

ト
・
企
画
も
多
い
。

そ
の
た
め
一
般
的
に
、
本
稿
で
論
じ
て

い
る
よ
う
な
観
光
列
車
と
は
言
わ
な
い
場

合
が
多
い
が
、
津
軽
鉄
道
（
青
森
県
）
の

「
ス
ト
ー
ブ
列
車
」
の
よ
う
に
、
観
光
列

車
と
も
言
え
る
列
車
も
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
列
車
や
企
画
列
車
は
Ｊ
Ｒ
、

民
鉄
を
問
わ
ず
、
全
国
各
地
で
多
数
運

行
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
利
用
者
の
減
少

な
ど
で
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
地
方
の

第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
や
ロ
ー
カ
ル
私
鉄
の

積
極
的
な
取
り
組
み
が
目
立
つ
。
例
え
ば

明
知
鉄
道
（
岐
阜
県
）で
は
、「
寒
天
列
車
」

「
き
の
こ
列
車
」「
じ
ね
ん
じ
ょ
列
車
」
と

地
元
の
グ
ル
メ
を
楽
し
め
る
列
車
を
運
行

し
て
い
る
。
山
形
鉄
道
（
山
形
県
）
で
は
、

「
寄
席
列
車
」「
方
言
ガ
イ
ド
列
車
」
な
ど

が
運
行
さ
れ
て
い
る
。
冬
季
の
「
こ
た
つ

列
車
」、
夏
季
の
「
ビ
ー
ル
列
車
」
な
ど

の
よ
う
に
、
季
節
限
定
で
運
行
さ
れ
る
列

車
も
多
い
。

こ
れ
ら
の
列
車
も
、
運
行
さ
れ
る
路
線

や
鉄
道
の
利
用
促
進
に
一
定
の
効
果
を
及

ぼ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
な
る
鉄
道
の

観
光
利
用
促
進
に
向
け
て

沿
線
の
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
、
マ
イ

カ
ー
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
日
常
的
な
利

用
者
が
減
少
し
て
い
る
鉄
道
路
線
も
多
い

が
、
今
後
と
も
鉄
道
の
利
用
促
進
を
図
る

う
え
で
、
観
光
客
の
利
用
を
増
や
す
こ
と

が
一
つ
の
カ
ギ
と
な
る
。

観
光
列
車
、
イ
ベ
ン
ト
列
車
な
ど
を
運

行
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
確
実
に
観
光
客
の
利
用

が
見
込
め
る
と
と
も
に
、
運
行
さ
れ
る
鉄

道
・
路
線
へ
の
関
心
も
高
ま
る
こ
と
が
期

待
で
き
、
観
光
客
を
誘
致
す
る
た
め
の
有

効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

実
際
、
今
の
と
こ
ろ
観
光
列
車
の
注
目
度
、

人
気
は
高
く
、
利
用
状
況
は
お
お
む
ね
順

調
で
あ
る
。

今
後
一
層
、
走
行
す
る
沿
線
の
魅
力
を

デ
ザ
イ
ン
や
コ
ン
セ
プ
ト
に
活
か
し
た
観

光
列
車
が
各
地
で
活
躍
し
、
魅
力
あ
る
観

光
資
源
と
し
て
も
、
鉄
道
が
多
く
の
観
光

客
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
あ
り
ま　

よ
し
は
る
）
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